
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
七城図書館
旭志図書館
泗水図書館

中央公民館
七城公民館
旭志公民館
泗水公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）2028

図 書 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）1115

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

７月15日㈯
①午前10時～正午 ②午後２時～４時

各４組（１組２人まで） ※要申し込み定　員
材料費１組300円。エプロン、三角巾を持参その他

小学校高学年～大人 ※小学生は保護者同伴対　象
旭志公民館 調理実習室ところ

と　き

テーマ「海」
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2

朝
日
新
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出
版
社

3

岩
崎
書
店

4

柴
しば

山
やま

元
もと

彦
ひこ

／著

２ �ひとりで探せる川原や海
辺のきれいな石の図鑑

　身近な場所や出かけた先
で宝石が眠っているかも！？ 
夏休みは自分だけの宝物を
探してみませんか。

　身近な疑問や不思議に思うことを調べてまとめた
作品を募集。調べる楽しさを体験してみませんか。

きくち図書館を使った調べる学習コンクール

講座受講生を追加募集しています！

食べられる宝石 きらきら琥珀糖作り

公 民 館

まつおりかこ／作・絵

山
やま

口
ぐち

　充
みつる

／監修

4 �いつつごうさぎと
　うみのほうせきゴムドリco.／文　韓

ハン

賢
ヒョン

東
ドン

／絵
HANA韓国語教育研究会／訳

3 ��深海のサバイバル

1 �親子で「海釣り」
　徹底サポートBOOK
　�子どもと楽しむ堤防・浅場・

船釣りのコツ48

　家と喫茶店が一緒になっ
た車で旅する五つ子のウサ
ギたち。今回は海辺で開店。
夏にぴったりな絵本です。

　潜水艇で深海に行くこと
になったジオとピピ。どんな
冒険が待っているかな？ 科
学漫画サバイバルシリーズ。

　親子で楽しむ釣りのコツ
を分かりやすく紹介。

公共図書館や学校図書館を使って調べ
てまとめた作品

募集内容

４４ 元気の学び舎【旭志教室】
～楽しく運動して健康を手に入れよう～

講　座

～12月 第１・３㈬ 午後１時30分～３時日　程
旭志公民館担　当

小学生の部、中学生の部、高校生の部、
大人の部

部　門

８月15日㈫～9月17日㈰募集期間
応募カードを添えて菊池市立図書館まで
持参、または郵送してください。

応募方法

スプリングコンサートが開催されました

4月に開催した講座を紹介します

　大人気のかけっこ教室。今年は七城と泗水で開催
し、計70人の子どもたちが、
走るコツを学びました。スト
レッチやゲームも交えて、腕
の振り方や姿勢を意識して元
気に走る姿が見られました。

�運動会が楽しみになるかけっこ教室
（4月・全2回、中央公民館）

　5月6日、七城公民館で市民吹奏楽団によるスプリ
ングコンサートが開か
れ、協奏曲やアニメ・ド
ラマの主題歌など9曲
を 演奏。指揮者体験
も行われました。
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